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南 極 地 学 総 合 シ ン ポ ジ ウ ム
講 演 要 旨
昭 和53年9月27日 ～9月28日
国 立 極 地 研 究 所
9月27日(水 曜 日)
10:00挨 拶 国立極地研究 所長 永田 武
1.南 極の地学像 とその課題
座長 原 田 美道(日 本地図セ ンター)
10:15南 極の地形学的課題と リュツォ ・ホルム湾周辺の調査
吉田 栄夫(極 地研)
10:45東 南極の雪氷学 的課題 前 晋爾(極 地研)
11:15南 極大陸 の地球物理像 神沼 克伊(極 地研)
11:50南 極地磁気図の作成 田島 稔(国 土 地理院)
12:10～13:00休 憩
座長 松本 後 夫(長 崎大)
13:00東 南極大陸基盤の地質構造
木崎 甲子郎(琉 球大)
13:35東 南極 リュツ ・・ホルム湾地域 の構造 と変成作用
吉田 勝(大 阪市大)
14:00南 極の鉱物資源の可能 性
兼平 慶 一一郎(千 葉大)
14:25南 極の地球 化学 の課題 鳥居 鉄也(千 葉工大)
14:50～15:05休 憩
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16:25南 極産限石 矢 内 桂三(極 地研)
16:45ボ ー リングコアの層位解析か ら決 めたみずほ基地の
～ 年 間堆雪 量
17:05
加藤 喜久雄(名 古屋大)







座長 木崎 甲子郎(琉 球大)
10:00ア フ リカ大陸 の先カンプ リア時代
諏訪 兼位(名 古屋大)
10:25ラ ングホブデおよびスカルブスネス 地域の地質
松本 征 夫(長 崎大)




1105オ メガ岬 の変成岩 ・深成岩類
鈴木 盛久(広 島大)
座長 諏訪 兼位(名 古屋大)
11:20や まと山脈北部の地質 と岩石
白石 和行(極 地研)
11:35オ メガ岬および東オングル 島の にみ られる
scapolite-plagioclase　 鈴木 盛久(広 島大)
平衡 関係について
11:50昭 和基地周辺 の変成岩の岩石化学的研究
蟹沢 聰 史(東 北大)
矢 内 桂三(極 地研)
12:05竜 宮岬産 、.単斜輝石 一ザクロ石岩の形成条件














14:20リ ュツォ ・ホルム湾沿岸の海成礁 およびモ レーン堆積物
の形態的特徴 林 正久(島 根大)
14:40～15:00休 憩
3.総 合討論:ま とめと将来の地学観測計画へ 向けて
座長 楠 宏
15:00～16:30
話題提供:神 沼 克伊、木崎 甲子郎、吉田 栄夫 ほか
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糠 含量 の締 勧 呵 結 姻 嘲 質権i理1・
》剰1s基 礎 的 デー タE集 積 すb二x埠 ヵ帽 癩
zぐ れ ち 。
じ か シ雁 噛 し6ちW8X?7&A・ ズ"iレ デ ス
ネ ス 健 込 ぞ塩 湖 を港 莫/レ て 以 東,虜 湖 の湖 沼
壕 的 調 査 バ溺 痴1マ ク マ ー)eの 各 ブ ア シ ス ♂
精 力的 に 行 れ ∂:とzな リ,二 本 鳳 ド、フ イ ノく:Ni
レ 掘 削7° ・ ジ ェ ク1・ ・xじ て倒 僚 長 岡 調 査)・
酪 酸 す る1:2っt'ゆ
南 極 の 地 球 物 理 的,地 学 的}司 麺1・ τt球4ヒ 浮
嫡 室 ゼ,fs　 t　l　qpa-iS"i　E　Pt4　rvfpt化ek州
わ 物 質 醜 い 動 じ 魂 行 ノ天・識 戸 う1:
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称 龍 の化 璋的 方 法 力fあザ られ3。EGk-,=)t2E71
究 助1漆 じ・て研 顕 像 枇 旅{紅 伯 齢 祈
の後 ノ 離 郷 解 析 緒 味 ザ腿 行 う劫 ノ 訓
滑 採 集1t秤 兄者 に よ って41f*-5=乙 オぐ今後 の
南極 の地 式 イ瞳 嚇 稗 錬 施 オ る鳩 合 穆 継
る 。
今 後 の1研・尾課 題xし 乙 南極 海 の・海 芹化 棲
ノ
'X・は ジ め 多 く リ テ ー く バ 虜 ん ラL§ バ,当 面
ば 徒 東 っ づ'け た ド ラ イベ・レ 一 党 城 、二毒"て 鋤
qqka,フk戚 嫡 邊 量 的 欄 査,1た リエ
ツ オ ホ ル ム汚 水 下 り瀕 靴 履 的獅 二河 能 で,
妬 い ボ 弘 リ あ ザ ち い ゐ ぎち,資 疎 河題z斗 肉
連 じ て,吃 防諜 査 に地 壇 居 白9,地 球 絢 理 浮 的
探 査 ラ飽 砧 ⊃:地 球 イ瞬 的 擢 鉱 瓢 老 齢 れ
5二 　t　Si望 サ 左 い 。
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南 梅1く あ・塒 鋤 勿の 醐'化 銑 タノク完
綿 抜 炉 彦.鳥 膚 徹 色
砂 ム ろ 、 森'リ 賭 量
南 極 観 ラ釧 舳Zシ 嫁.日1、inBteE中 べ1・ フ'・7
ン ズ 才 ク7三 鵠/・ み り て 望 出tれ ち 萄ち物,勇
b　 Ut　t3　 ;一/22sxt'鉱 賜(主 に2レ^P・ 磁 垣 」せ ヰ 化
学 切 移 が 進 あsth26・ ソ1-5'/〃3争;・ ・ク
みラ ブ ハ・ 〃 ー 工e∫ 式'κ`s・ リ マt伺 ≠5ezグ 室 汐`"遣
あ5・k・r:./972手Prp2のii57.ii!,2;b・eF・ ㌧ －ts'㌧
ク ン グ フ ア"i'　 j・　 raz)tt胴 鉱 物 殉 究1覆 う
乙.物 質 孜 支.右 環 境 弓 籍 明 ε 目 勾 と ㌧ 蒋
a・)卿 如 け 抽 ふzりb.今1恥 速 写 斥'縣 〉 シ ン
が デ ラ ム ド 耀 し.今 上 得 ら ふ 輪 齢 勿 り 地 ∫キ ∫じ
す 負り 殉 発 毛 まY助7鞭 ち ヲ る.
/.月zjv　 l基 鳶色 恩 」ユノ}N2い ナア5鈷W多)の ス司 覧
ズ カ,レ ンte珍 いZつ 本家垣ズ さ ψ、仁ン ユ'ク セ ン る
の 砿 物 写 施ヲ 紅 熱 ㌧ 身a・ 判 皇 め・ ヲ ザfih←.つ
qでHl,4t)Ydtx!z.lclre/aザ ク'フE4zウ 安 沙・°!rラ ゐ れ
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ら*鍾 協 、2V・bDnike　 e・　7a」　k　 the　2i　 lP　 *,んt.2`'fe・
9〃 ・鯛 ・　 5r2vXXe・ 　 fKemax・ ・(・'k・一!nd;L'k・ea.(9ctt',
似 ㌍ 砒 ・Sピ の/オt'1'C・ne・R・{・tle・e?ル 吻 ノle・
c飢 〆 ・5メ〆ぞん山,　 ctit・・ka…　4'h　 t・ ピ ・ボ 玩 見 乏*,)日
送 止,晦 フ|・4侮 落 手 イ・ 一 名 、筋'颯 レE,て,名 石
欲 殉4爆 ζヒ1・:よb二>2`}'萸 砿 物 の 為 為s5こ
と 」ク、つith　 $ヵ 、 ヒ　 zirっ1P<.
る.メ ・ ラ イ ・・1レ づ セ 域'4紘4加 功 完
1963〃/96崎 ・・ わ・恒MI・Vt ・～Veu〃 ・…1:}の 鉱 物
の 今 稿 マ 台珪 ミt}'v2q・ ソP～ 一'　 c・02c'Xe.　 £hePt・u・・LcAe、
伽 漁 山 続 、2t・"teny)(`etなv"^ホlt　hぐ 叫 ら か ヒr、
・ た ・ そ の 腹 つWhみ 伽Pn・t.KゼndM。t;e('te　 DS't
%eぞth、 　 5*ig!・ 　 eAeL)聖王弗 宕 〉/ぐa'/hヒtあ
・'i・ て・ 弼 〆吟 ナセ域h競 物 飾'峨 喋
カrt　 たdeV・.!9クZ与 ム峰 ②　D17P/P　 Y　 そ つ ノ幻遭
飼 主 あ一1て'・1〈 チ 鵤 チ 弓 励 ～5・.bT
方 向 の 今 午tpRSか1"'("2!li7御 亭te2」 るり
'詞'尾
と 冷 せ て.ミ も ～ エや塒 古 塔 遠 鳴
明 ハ ヒ 違.乙 底 ・.
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オ ろth9.V・ 、。Ka湖 ノaz2T2k6・ り て 調 和 七 城'
'ま17rs・v・n　 b"　t　 fip　・・一 ち"v%}n'z'よ拗 げ あ
あ
ソ.2岬 眩 う ムBこ ・C)　 Tagt4・・¢　V・Utつ κ ・ノ 励 隻
極 力・・ 多 く.伽 姥 疏 グ た'β 旋 議 勘 多 ・一 ヒ
な と・ φv叫 ぶ か セ ち フe'。 す&'D・t.ls-fSt-f4ittt.'・'」
2。wcpmhズ ノk(.解 ム・nV(e.　 c・eze・へ丸 い"亙 ・1・:IE.Zl壕 セ 考
6う43Ek:K,5カ 、-SUtざ へ/bl　 /-f　lekヲ':老/・ga著
の 青 葱 バ 円 み 久 .
一 方 ポ ー ッ ン グ ユ ァli　 !・　ls　tels4za物相 力・
今,蝕 望A'4kn果 ク"ま 忍Mラ.辱1・esケ ・勿 今 上 一 ぐ
に ぽ ノ餌 伽cr・・XtXe　.　 iLLkte　 ,　 ・ll・v6-e・rte　tAビ ム璋 勧 ら
れ 負,
P^'a・v幽 胆 式 のeawS2　etKe」　77psvVv"一 わ 　 Ca　 t　Sy
め 金 航 か ラ.こ ム5El9.x){;tY・(a」 な プセゐ・;か
・t`っ・A}・1・ .er,け く,ゑz7劇 め 風5と,侵 蝕k
ab　3天 銀 編 唆 花 の 践 度1・:濃 碗 す 村6瞬 ・1くの
1k?もt'{v"5ヒ7s27」 ・1い ゐ"眺 め'
tt)・ ノ,7Y1・5"ovtA'部 砕 ・9・e7〈m〈4∫ 幽 物
書 ラ1(の →ζ と1司{E倖 角 κ 輯 ラ ゴ あr}こ ヒ ・"17)15
t・ ヒ ち フf・ 。
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;毎 エ重 力 言十り現 →ズ
笈th"南 極 海 に 奔 サ5重 力 異 学
蒙 友 大 学2b考 研 究 携r癖"'覇 一朗
D;与 」二 重 力 言十
ノ923ち 手 に オ ラ こン ダ の μ2t"λ写!Viet'PteSl　 b"'　i・akい4ク
て 解 は`};3童 力i則 史 に 歳・幼 しzレ 人 ネ 今eヲz"
に 、 穫?の 凄 よ 重 力 計 が 南 奏 す へ て き た σ
亀 の 中 τ"も 、 宋 用`し 寸kzり3も の1ま 、ムgbsfe
.X　le`"zabeB　 A7r－ δanqraVi'・meteゾs型(ア　 ii・　 リ カ)
・　 4skaot)¢ 　Gss2及v・ ・　Gss3乙 酉 ド イ ツ)、7sぶ
δ.章 、(81挙)　 、　 MIT-WHO工 与revind迄r(.ア チ リ カ
)、Se!18命Aイ(ア メ ク カ)の6孚 重数 ・て・1あ3・
uつ ・転 宅 精 な1解 を 目標 ヒ し ・ 噺 峰`zt
つ
杁 に 遥工 ・1精 湾 がi;k乙 ・1;;ρ 轟 途z・ 　tS　.
2靹 捉 り よ ・1ヒ き はo・/・pa・)paee覇fa左ラ3zと 毛
す 熊 ほ η り つ 》 あ7。
∠a∠b♪Zefg　 taス7・ リ ン プ'試1'セ ン サ ー 差 毛 す 、
S4ド ワ フ トi」 …7t"t2C"2と ヒ ・ 保 守 のftめo
サ ー ヒ・スUNよ い ユ と φ・"llj徴Z・ ・あ7ρ し か し
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維 袴 壷 ・鳩 勉z・ ・ち;,Aska・")sの6ss2型 ば ス
7・ リ ン7""'、6ss39N・sFoγca　Ea!e・qeegU　 rp　VP　'RE.　2s.
今十 之 も タ ・ 多ま琵 の 労 が1教?り 、長.7い 故 宣 す　sc　z
・,3・ 齢"し14拍 鳩f端 午 箭Vり 励 ム 限
〃ieykeヒ ・り!冬 ネヒ 忙 吸 収 〈`i'・.,、重 力 計 に もuA
前 ヒ 極 重}名 前e"1つ げ5kて い3,アs・s/
G.ζT・k70　 SUTfece漸 うρ 伽 〃観 んγ)'≠ 京 大 藩 学 研
タiYと 凄 眞 保 春 方 水 路 卸 の 観 到 船{てcS;7マ 使
用 す4～ て 、1ス も のz"考 ソ.舷 の 種 板 動 の 周 ≡良
梅 か タ 重 力 をteあ3方 式1η も ηz・ あ3'唯
一 の 現 用 国 養 有 力ttz・ ・63。 班 τ一媚 ・z型
噛2ネ9産 の 組 冷 せtzfie7微V".あ ソ 、 主t2.　 〃hoa!S
〃∂1¢ 竜 導 殉 女 デケz・ 蟻 用 マ トz・13・ βe〃 β側
啄.ベ1レ エ ア ロ ≡シ ス テq叡 ク脚電 ∫遂 乙fzも つz-
.　,6rce　 th!'aigee・R9っ2〃 壇、舷 孝ナ 老 嬢 印 し　z　 aeiitリ,
きhわz高 価 校 も のz'考3。
船 上z・1"一食 力 芝 酬 エ 場 命 、 重 力 計tり も η9
新 塚z同 ぴ4肇 慮t2・ 毎}のst電 ・.通 産 っ 劃 定 蒲
色""'重 孕z"あz・ 緒tz舶4遠 慮tiili'　、　(ror・'o!c・s
カ の4釣 友 歳'分 に 初 す7補'正(ε δ九 δ∫袖1正)d,・7ち
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へめ に ψ 専 乙`㌦ か/ノ ヅ ト つ 精 厚 て・酬 芸zt　 e"・の
w2しu・ 二 つtzめt-・.人 工 衛 堅 刻1七 電 追
刷 窪 ・ 脅 微 粉 遠 寺ナ 存 い の 航 三参計 暑 を † 合 は 剃
申 しな げk　 tX'な}ち ∪ ・ 孝 友 、 三A;の 惰
秘 友 縦 令i(3現 す ユ ≠Lわ り 紛 上(zあ ・げ ス コ こ ヒ・
ユ 一 夕 の;奮 励 ・・不 可 欠z・ 　;itb　7ρ
海 産'念 力 参† ・4稽 ゑ/!・ 。ザ 乏 の も η ψ唆 用{し
く もz・17ρ 玉璽'1皇 の 勃 キOhわz・'O」'z・"あ 多
リ 尊 」更czu方"`ナ ム い も 、 ち 蕎 」な 劃 定'he・ ・
ラ7セ 　'zM今 ・lt}ケ ち ち 竜 戴 性E毛 フZと ク脚券2し
多k1。
呂)南 極 権 は あ`ノ エ 有 力 果 夢
7:E.s・q-.で'南 極 凄 の す カ を 《誘 か7齢ll・ 〃9
6タ ～6S孕 り 毒 鷹 丸t2・ よ ユ も つO・ ・考;の タZ",
1η 絃,日 本 人1・zあ3?9ηdしt,K`多 ヒ ん と一ち ・・ク
:2Z"は ア β.δe6-zよ フZえS・JL・ ・右 デ ㌧ タ
・ 及u－ チトE司 の ヲ`'一 夕　 t-Lっ 、,2、 南 極 周 匁乙 の 重
力 累 キ を 蘭 学t・t・・illiEeltづ2・
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日 本 国 已 海 域 の ジ 才 イ ド に つ い て




表 ・七P書 債 私 領 う臭木路恥P炉 り
i・i`61耳 ワ 月 東 京 大 学 で'嗣 脊 マ れ た 湯 上 ・
1
重 力}すT.S.ζ.(元 の試 作1与 下支一ま ・1〈ヲ呑考㍗ 弓 測 量
船 「売 主 に よ フ て 飢 一 三 宅 島 一 下 朗 吟
ib上 劒 測 定 、城 功 じ た.1修 主,禧 餐け ら 峰
京 ・ド 塵 ぺ 剴21ielr)v・ ・(癸 履 劃 下話 て/1967
ア ヘ ド
#に1β 鳳 タ」(豪9ft,.:L-).t97z彗 にi;θ 彦
洋 」(・時 註)が 運 航 を}衆 口 獅 呑 釣 れ 為 上 重
力 競 ラ1㌧ あ 日三 代 に/〉 、 っ た.
絃 圭3s船 上 で 重 ヵ 纐 酵 的1・ 潮 足 可3た
め に は 葺 く 巧 み 符丁的 閃 健8解 状 じ ア〆 す 叫い 子hな
ら 恥 く つ 兵 舌 塵 加 速 乏 セ ン フ ー .木 千 守 是
変 歴,コ ン ビ2一 タ'て83デ1一 タ 実 βそ・鳥勺 ヌこ ヲ星
射 て フv・ て 幾 多 つ 改 良 わ・'　P　 dVて 今Dtt至,て い3.
ラ剛 建2れ3童 ブ)イ直1'36り く[)　ftqの 垂 直 加 直,妄 り
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ダ 二 値Kフ い て の 平 了う廷(6壽 陶 で 釣45今 ♪
で あ つ て イtrnGneの 辛酸1が ・あ3(捏 と に フ 、、
てfe這 潅 で 粍 し く 運 べ∴).
海 上 ・て あ け ジ 童 ヵ 宿 ま 迄 三一τ 音 邊 の 物 蓬
!
1完 登,∫ せ奏纐 乞 の 解 明K丸rfi　 ffな デ づ でz
9が ㌧ノK略 書 で ・お あ 三券 の ジ'才 イ ド を 明9か1て す
ぶ 瞬 刻 嫡 室 麩 窪 い 油 土 勃 着豊郷 繁 多
臼91直 じ てQ吹.'°i6り 耳 が シ10ヶnξ す'S,,で
実 施 じfk)(琶 鰯 の 海 の 碁 本 図 千・1行 の7:Mの 測
量tkじ て 今 己 に5A－ 毫 モ2tLaえ3ラ 騨}え イひ ・'a
落 川 し34牧 の フ リー エ ァ 重 力 髪 営1頸(/錺)ゐ ・'
刊 行 こ れ17・.今 後 ・し テ㌧ タi・ 年 間 に イ 万 葉e
下s　 va割 合 てレ'惰 加 子3と 予 ヲξ:`rれ こ れ5の
ノ
デ ー ヲ1'3電 子 計 算 祓 が 直 高 才究 め5よ 〉 雄 気 テ
ー プ1=論 集 し
,ラ 毎 よ二 塗 グ)テL'一 夕77イ ・㌧ ヒ じ
て 利 用 で ㌘ よ う に お/埣 そ 直 め て い う.
こ 叶、　IT国 士 丁や ヲ里 ア完 ヵ＼'庭 の7そ ア(孚Sト ノ7夕 に 基 づv}
い 諄 樽 さ れ て い る.
爪・テ ン シ ヤ1レ 論 ・ よbジ 才 イ ドk－ ば
言ヅ 麩 ・ ㍉ を 到 ぶ て ・ い ヌ ← 一 フ ス 籟
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・分 、
N－ 鐵 ∬ △gs(卿
で 言罐 お て とカベ ㌘ う.こ ね 岬 面 上 畷
今 で,　 々　tJZ翅 ヲ菜'9孕 の 半 径.(9/ヲ 孕V・〉 蜜 月 、
$(Ψ)は ス 仁 一 フ2i'9ii'1麹.Ψ ほ 八/そ 莱'め ♂ う
と73ξ ヵ・ ～Ofひ ・ ヲ ビ リ 角 彦左 孕屋'z,.あ3.こ の
蕨 今1吟 π 砕 土 で 弓 力・刷 ら 攻 て　 va　;　 こ と9
/疋 毫 と73.逢))rlて お レア3重 ク)里1$'の 矢夏癖 毛L
成 合 は ス ト ク2穫 今 に あ 言 リ 乏 か・ な い カ・S
遠 方 部 分z"19入 詞 暗 ヵ・5ポ め 〉 敵 て パ 重
力 場 乏 用 い,細 時1・ θ 芹 同 瓦 の ジ 才 イ ド1図
そ 計 算 じ た.
Kエ ア遅 、て寝 敷2れ7-.高 榎 行 力・ ら ラig　zgiの 凹
凸 を 直 暗 測 定 す3こZl';.5k〆1abl弍 ‥ リ 毘ノ
在 で は 畜 穫 言イk種 ん だ(aeo9-?,5εA5Aて,イb●
IQ鱒 値 上K　 Zfl>　5,　 日 本 国 瓦 そ 通 過 じ 次Gε 。∫一
の あ 度 計 デ ー9{・ 入 手2・ltて エ リ 、 重 力 かS
壽僻 しkジ 才 イ ド と よ ぐA.ZV93}.高 ㌘ † の
デ ー ヲ カ・ら 斑 斑 の 壷 が 易1の 如 き裁・1・急 邊1二 増 ん
し そ>7」 才藻 才∈}ノ ζ、'あ1)、
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saSX辺 の3dx30'プ ・ツ7重 カ ジ 才イド
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68 SEA  GRAVITY  MEASUREMENT
Free-air anomaly in the offing of Miyazaki.
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南極 た 権 の 了籔 乙
彬 蘇 蘭 南 ・鈴 わ 穎 ・祐 弔え 鬼
ぽk.・ 理)神 ラ9麹 ア(・極 地 研)
南 趣 対 雛 、ユ舞 の罐 包 力ぐ、 水 底 の 後 退 に.よ
る 地 殻 ・ マ ン ト ル の 多割 麦髪 形 に4ヤ う 後 起 し し
て説 明 可 能 な　x　s4ち 運 べつ。
汀'_叢 誌 啓 な 毛 引 レLt　 Z、　 響 諸 多¥
つ
伽1咋 赫 フ1;・{カ く 圧 力 の 受4ヒ1・ よ 力 学性 イ続
続 や
砲 の 董 直 ・5ボ ・k・ 罰 観 劇 ヒ 已1司 べ五 」 乏 ・・
乙 多z・ 構 造 靹 行 一曝1頂 花 取 ク7ち,た,
多 乃 橘 逆 毛 〒㌦)4しZ1ま,南 極 夫 権 の 地 殻
・ マ ン ト 励 扇 遥ン パ 弓 泌 ζ ・吻 ・の こ'.三
日 レ ドv賊 ピ'楕it,が き㌣ し ＼ ラ隔 ら ぶ 　ll　づ 力
禮 媒 復 の 場 合 ヒ 比 藪 し た 。
キ 豊・預 媒 嘆 わ 吻 合.　 vtZf。kt　'～Sk　 s　・VJLて 、c冷
MSPへ 才3Lノ リ纏(桧 皮塵 慶6./鉢 豊丘,s
あ ノ あ
三嬉 .,葭3・yい 嘱 ρい 利1け埣1≠.22λ/〆 　dyma/
脚 つel利 改 が 、 姦 ガ ら 明17か る 六 二・1・'、 こ
あ で1・ 多 乃 橋 工ち}・ 灯 書1直 い う菌 ・が 夫 き　ls
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りZ".　 CAハ/5Pの/レ'ア シ カ・ ら 才 ク15!;で'ク)ノ ラ 厚
乞 鳶 尾 しP.平 均 値(P識 速 度:2.・2kM/Sgc,
あ へ
5三 罐 及14・3-2/〈 一/Sec,剛 ナ岬:∠ ・タ7Xt・"与
ん 〃・)彗 薪 炭 獺 の 値 じ レ.vt9支,a主 ヒ し
z　i・kkの 手 薄、臥 嵯 復 ¢ ω 〃SP毛 デ ノレ'C,・ つ 日
て 行 な,医 。









氷 なc,)厚 さ 乞H(CaSanめ 場 合IＬr=・ ビ つ
駆)tS>"L.NP・=8s」 イ 乞 あ3・ 但 し ・S
へ し へ う ヘ へ
d確 の魏 つ 幡 力か醜 ・ 拮 内競
稽 を 用"z、 ラ1くな の 守!ぐ 乞r-。.搏 侮 表 働 乞
Z=01=・tつ7いb。
氷 海 リ ノ奪 ごHが ムH為 くre　 t}　、　 吃 り 苑vM
L　q　 it"Aap　 tf　/sk　!{g..　)㌶ 減 の ア錨 星 ムtig2tt
号 し 、e5〈t:1し あ 久 。
irgi-IA=yx?s.,i,'蹴地 域 り 綴 乙量 ・μ ・-3・mで'
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あ り つk泳 の 後 退 量idt/・ ・'v/・ ・Z>k〃 手差 度 て"、S3
カ・ ち 、 こdyら り 穂 別 旭 が ζ 叫 ゼ3;毛 デtL/　 L
し て ぽ 、　 Cqs《 工 りt湯 フ差〉 、 〃=2kM、 久=/7〃ok瑚,
ムH二 〇'…'δ ソfU,△ 久 二 すOk刷 、1Pr..、c=・s-e・ll－の
揚 冷 、1'1=4k・Vv、a:一:/7・ ・kヘ ムll=6--e・/kz・ 、 ムq
r-　 SVk〃1らL'ち ら で':(ノ 私 、、.
図1,21二 隆 卸 量AL2、 　e,ri;　 il　 3　 9妾5ヒ 皇rT,
l　k。 　 厚]ヵ ・1>8月L)ヵ ・　ra　 e卜)':、γ^ヵ ぐ/6クo～/7
・・ 撫1司 内 陸 れ 重 め 薇5諾 い ヵぐCq～く エ とi〔 乞'iJ
属 し く 髪3.夫 権 周Ln)V}り}齪 瞠 り観 測 直 が
碍 ち　OS　)ぽ.ピ ち ら り 乞 デ'レ が 名1多 で あ3カ ・
も ほ
う1た}乏 乙'き 」・ 二}。
Case　 工 CaseI工
■
H　 (km)ムH(km) A β CANSD A6 CANSD
4.0 0 82 48 56 3923 19



















2.0 0.1 59 33135131:17114
ト ↓l　 l!
表 隆 走乙量AUs(Pt).γ ・二/6YOk"・z"の づ1亘
ハ ・ 糟 孤 乙脳5Pわ 乃.b・CA〃'sρ 孕功
α 字/700km ノ ム ρし二 ξbkna..
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Meteorites from Antarctica
         Keizo Yanai 
National Institute of Polar Research
   The first meteorite was recovered from the Antarctica in 1912 by Mawson's 
party, Australian Antarctic Expedition. The total number of finds up 1969 
over the entire continent was only four, which consistted of six pieces. Since 
1969, over 1,000 meteorite pieces have been recovered by the Japanese in an 
area near the Yamato Mountains and over 300 pieces recovered by a joint  U.S.-
Japan team in the Victoria Land. These specimens are especially important 
scientifically because they have been preserved for years in the cold clean 
Antarctic environment. To date, the finds include 13 irons, 3 pallasites, 1 
howardite, 31 diogenites, 7 eucrites, 3 or 4 ureilites, 8 carbonaceous chondrites, 
and many chondrites of varying types and petrological grades. It is possible 
that the Antarctica contains many more specimens as of yet undiscovered. 
   On the following figure and tables, showing the locations, date of finds, 
and kinds and numbers.
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Fig. Locations of Antarctic Meteorites.
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Numbers  Weight(kg) Latitude Longitude Date of find
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Diogenites  Urelites  Eucrites Howardites Total
1  Adelie Land 1912 1
2 Lazarev 1961 2 2
3 Thiel Mts. 1961 2 2



































Total  13 1,283 32  1+(1)  7+(  1  ) 4  1,354
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加 篠三≡喜 久1雄一(彩 大 ・米研 り
渡 辺 興 亜 乙 ク)
佐 藤 和 秀(毛 こ閻 王凄)
奥 平 文雄(山 気阜県云裏禰)
/97/一/?ク3a/:わ7ミ1ノφ(ず ほ 基 地)に お 、・て
徹 りさ 塒 課 屡 。ク。n7ヒ/ft>i'1κ 函 ろ ⇒
の ポ し1/ン7"コ ア ー/つ いz、/層 顧 紺 幡
構 造,霜 さ一,傷め 化 の緯 度,宏 度)お よ び 酸 素
ノ司 位 砕 そ亙叡 〃)親〃定 乏行 フ た 。
力 夕/瀕 し(斜 面 下 降1憂し)の 睾ク響 を強 く受 け
z、 ・う み ず ほ 高 原 の一表 面1ま 積 雪 一肩/}剥墨 程 の
誘 状 態 下 ド あ ろ 。 表 面 ゲ積 雪 一削 剥 過 程 の孚
衡 才く態、に達(1く セ」 、積 雪 量 セ肖1∫垂1量tT・1髪1こ
相 当 ・』ろ 量 プ戸堆 雪"4ろ 。 こ 、η堆 雪1よ 雪 膚 ハ単
旗 考 乙 ら れ 、 二1咤 彰 躇 ヒ 呼 ζ㌻.コ ア ー
ヵ＼う 耳/旬 埴三雲4毫 毛 才ぞ、め ろ 仁 めfつ|3、u〈 っ ヵ、
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彰 鵠 力、ら/め 嬬 をラ越 し加 プれ ばな らな
い.し η、ピ み ず'矯 像 の表 釦 さあ ろ期 庖堆
雪 η 生 し一7ない 雪 面 ぐ 〆 α袈dsωmf・(e)ktXき
い ス ツ ノレギ 殖 規 で特 徴 づ|ナ ら 恥 鴎,
肖η棄ノ1,童 」径(蓼 ヒ い う4犬'rzが'地 歩戴的,θ キ陶 的 に
・鯵 力 し2N・ ろ地 動 こあ ろ.4二zV'、 ボL!/ン
グ つ ア ー/:8～'け ろ 単1釦 嗜,屠 ・ナ菟 署 〆)特イ生 乞諺1
べ 、 礪 パ 縫 £試 み 仁.
70za以 下 の課 さ の コ ア ー で19!屠 境 學 力ぐ不 朗
吟 に な,マ き て、 葦 タ立居 八 三舵 ザ 不 正 確 に な
ノ)っ セ ガx°θ)Aら0、1て/1つ/て 。 そ こ で 、 ユ 乙)～6S'?'1,・t
A!向 の(Rlマ の 深 ご1て あ'・、z卑 属 乏戎'をurて 。
物 結 果 隼 均 ヒ し てio,6s/ζyt12の 尋 醐 甥
重 力ぐえ ら れ7こ 。
〕 ア ー に あ け ろ嫉 素 ノ司 伍 捧 、聖 裁 の垂 直!分 布
lS]一グ!ノ ー シ ラ ン ド'のCa瓶 ド　 Gu大 ωτ渉/}つ ア ー
しプ
1こ あ't7ろ の と/i!ま1司 枠工の パ゜タ ー ン 三元cて い
ろ}。 こA二'こ1ユ,コ ア ー!く1)㌧ ナ ろ 酸 素 ノ司!7Z∫ 奉
ヘ ヤ
祖 歳'の{夏勧 ゲ地 球 現 椥 る候{賎 力 鍾 略 して
い ろ シと を書 味 してし・ろ。
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(叫C立 山 ツ で'1ま一 恥 勧 纐 津 靖
飾 ノ祓 刮 し砕 砺 誇)顧 み 写'1培 地1」 ヒペ
ヲ牌 ド そ ㌧ 劔 吻 三一 ヂ 禰 気素ノ司厨 才
辿 叡'確 直 今 午 に θ醗/咋 節 変化 力惚 枯 山
ろ。 三吟 翫 鄭 じウ＼ら厚層 乞決 定 し、 そ4径
蔽 え ろ:れ び1ノ コアー4昇5KK2三?_>69北
1ゲで3ろ 。
他 ガ み ず1瑳 地 ・〉)ンー η娠 素 ノ謳 壌 亙
叡 確 亘 舛 に 唾 融 勧 で謬 めらわ ㌃ いつ
で、庖 立解f徊 ・う手1あ7痺1萄 姪 雪量1。,も 細 編
を用 い てコ ア 一 八耳 穴趨 推 定 し た。
今 、 挺 琳 嫉 ハ気 候 鑓 カバ衛 二}し内 福 で副 ゴ
ノ司時レ朝 に走三つマ い ろtヲ ち之 、 み1ダ'ま基 地 の
ヘ レ
=ワ ー に'yZEk7c/z ・z7'5N');c岬c姻埣
リ コ ア ー の2千 ∫・弍 ∫1ノ ろ ・分 の1/ヨ ・ど も 老 ンい ニ ヒ
!汐 ろ・ こ`a)Lと1さ 、 醜 き駆 で 咋 桝
～(ytfocg4-/31,tのr〈あ#E,ヵ ぐ形 叡 さ れ/」 い期
ノ
周 栓 期 間 磧 勺3分 引 も 射 こNir{!,示 し マ
あ1/ノー 輌 堆 雪 量,躍 位 鰍 行 力・ら決 めr:/・,6
s/酬 の約3舳z　 z→あ ろ ヒ考 え ろ 鋪 藩 当
で あ ろ う 。
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① ア つ ソ カ 大二β菱 に 。ネ,先 カ ン っ・ ソ ア θ考イ七 の 書
屋 老 麺 φ法 う く 分 布 ず ち ブ ン ド ワ ナ 大 庭 の
分 裂 前 に ・ち ア つ リ カ フヒ睦 ビ南 極 丈 隆 ヒ ・3#
に .巨 大 び ゴ ン ド ワ ナ 大 薩 ぎ 構 成 し て"色 ζ
そ参 じ ら,i'してNt　 b　o
毛二"閣,ア つ ソ カ 太 陽 拒 大 な 肇 一 の 先 方
ン ブ'グ ア θ多代 の 岡ソ魂 で・あ う ヒイ言 ビ ら オし τlt　た
バ 職 後 の研 究1づ っ て 、 カ う ・・1舳 碗.コ
ン ゴ働 握 西 ア つ ソ カna"魂 の3つ の 岡ソ塊 と,
そ れ 看Yソ ヲ く よ う に 分 布 す ら 先,bン ブYア
時 代 のLt4h帯b・ ら構 成1れ 参 二 と か・εろ9らh・ と
な っ 彦 。
@働f鬼 は 完 カ ン ブ ソ ア 好 配 の かtsソ 古ー ・1蝪 廟
に形 威t7h.,老 の 慶'3ノ 宙吊ξ地 壇 矛景物 幻 影 威'や
ノ
宅 を 睦 魂 緒 有 の知 羨イ乍用`参 行 な わ 、れ た が,進
山 運 動 の 影 響 の け な か つ 往 地 帯 て・あ ら。
カ ラ ヘ ソ岡ソ魂,っ ン ゴ 岡ソゴ彪.田 〉ア つ ソβ 働
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塊 の ち、t<1=南 ア フ ソカ 叶`じt1>カ
ラ ハ ソ駒 場 」タ露 出 か・よ ぐ.　3・fEgS-K上 前 κ形
式 ゴ れ 在諸 老 親 の 上'㍉ ヨ・覆 事 前b・ ら/o数 彦
事 前 ノ三夜 ・タ・,看激 増 堆 積 老層 が・ノ蓼 く ・乙 う(分
布 し て"参 。
岡リ塊 地 帯 の長 下 部tit',緑 色 毛 帯 あ・よa・ それ
と叡 妾'=伴 の 尾 ⇒ 老 に)つ て橿2お 木 τ
日 う。 ク"ラ ニ ュ ラ イF老 糸多30r董 ≦≠カうに 乙 うく
形 成 でオして 、t>。 をた カ ン プ1]ア 蒔1紀 今緑)廟 は
温 度 勾 配 が傷 ぐ,地 癖 毛 湧 φ・つ 在 て・あ う う。
尾 ⇒ 老 の"群 望底 盤"が み られ,そ の 閤'ご
諺 麹 ヴ 形 讐 で,緑 色 巻 帯 ゐぐ'パ み こ ヨ 木 τ ・'
b.緑 色 毛箒 の フ マ チ 巻 に ス ヒ・二7エ ク ス組
織 が 存 在 し,枕 猷 極 熱 み 今Pt)c　 ttち 蓮
塩 基 ・陰 マ グ マ が 多〉合 し た=と ε物 語 参。
③ ア フ ソカ 大 尾 の 託 づ ン ブ ソ ア 」暑`二 ば25億 茸
誘 以 後.4回 の 逐 ム 運 動 が論 鋒 ゴ乳 て,,b。
ソ ン ポ ポ ・ リペ リ ァ 造 山(27t2債 事 前)
エ ブ ル ニ ア 造 山(20±2イ 童 皐 前),キ ベ5造 ム
(日 士2滝 鰯)戸 々 ア ブ1ノ カ 遊 山(6士2イ9#
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前)で ・ie)b.・ 釈 が 基 くf」)17t・,中E型の
童戚 条 イチ ε指 示 ず 参≡鉱 物 が 多産 乙.ヲ た,δ 亙
ア つ ソ カ 蓮 ム 峯 の 一 部1;　 1・,　#zez・tt　 q　LS　di帯
と きわ あ て 椎 梓 の 麹 似 才 う 老 の が あ 会.改 ア
フ ソカ 造 山 運 動 の構 遊 方 向 隣 中 生 代 の 大 陸
移 動 や 矛 三紀 の 大 地 溝 帯 の形 威'.そ の 他 鶴
'代以 降 の 多 く のreノ 重S4Z象'㍉ 大 守1'多 多響 ε及
ぼ"し た 。
④ ア つ ソ カ 大 尾 に か が ソ豊 富 に 存 石 マ 参 鉱 産
弩 じ原 げ,地 層 信 用 の著 物 に ほ か が ら び 、。。:
オしら鉱 産 萱 原 のC農 業 と先 カ ン ブ ソ ア 得 代 の違
よ 運 動 と1塒 醗e:商 運 し τ"さ.
働 魂 地 場 ニプ 金 、 ダ'イ ア 毛 汁 ・,ク ワ ム.
石 綿,鉄 の 大 部 タ がノ皇汝 す ら。
招rい 、遊 ・ム地 帯 に げ,会 同,産 金br、　 金bt.　コ パ
ル み 、 ニ オ ブ ・タ ン タ'レ.タ ン グ ス テ ン,錫
ベ リ ソ ウ ‥ 柳 谷 が 着 出 す さ 。
θorz7つ ソ カ 遅 ム の 糸冬 ア しr=古 生4ゼbρeeに'IC、
ア つ ソカ 卸 釦 ま一 部 ぎ除'て 広(安 定 ∫ヒ帥 ,
そ の 後 塑 葎7で 塚 宣い'迄 ム 運 重φ1孚み ら木 が 、1。
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ろ ン り'、S、イ ィ 祈 ぎ ぴ 久di　 lレ4/A4久
、 ズ
他 〆い イ・巳弩、
ゑ 哨 久 多 砿 本 メ鉄
脅7η,/・4イ 紅 ぴ 久 か レィ 久K欠 画 細
緻 極 大 後 グ柔 筒 極 系 瘡 毒 拓(幼 ・〈 フ ぢ%礎
蜘 留 る7・ ・-4クk勿、の佐 屋 に 頽.詞 曲 編.
細 川 倒 鐵 寂 ㌦ れ 才 力 だ 繊 イ幽 趣 レ
砕,)吋 箆 矯 久 舶 が 綴 短 夜ぞ の り,
詞 曲 紐 闊1(ノ ＼昧 づ りぺ'/)イ レ/ド イ㌻
り㌧ 川 ㍉ 一 ぶ りズ ー 枡 の ・1・毛繊 魎 ふ
芥 遼 ξ㌘ に洛 在 イ わ.
こ れ わ 岨 夙 の地 顔 く八 ・・Zd協1く べ く η
%'頑 を バ 嫡 パ 穿 わ 關 係 レ純 吐 レ
〈 一 瞬 糺5hee七 ζ　(LBn?h・vde　 )　猫 ぴ
Sheet　 ∠　 0、へd　 7　(　Skarvs　 vaeS　 )バ 極 地 獅 よ
,1ム 敏2　 asそ・一乃 。
二!i,,り 倥 熾 に1鵠 わ イi}イ1:L%klp
れ 力 巧/A、 迄 望 の%ズ ラバ 舟/V/iiiig,重 留Kタ タベ
い 、/,聯 幽 麻 疹(石 ・の ヵ/x¥%)
イ'7♂ 雇 、紹 酪 髪,鉋 骸 、劾 縦 で
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め ・),か 副"7ψ 泊 蘇%,綱 脅 脇tfO
汀 ヒ・A}き 蘇1多v火 種 β,イ 重髪:・彦.・文 久%(メ タ
バ イ/1)7∫L"乞 イち ∫り.ン 」禰 ・ つ 匂 斑 状
俊 轟 肖 麻 疹4,仏 の 肖 蘇 多 ガ リ イ りゑ ψ　za　斑
状 残 影 イ自 躬(よ η ・《狛 戒 ク れ イ(恕 の ヒ%え り
止聞.ン れ ら 塒 殊%顧 て舛 レ そ 逐 入 ～/鱗
咳.＼ の 關 係Kあig花 岡 多 賀 涛 解 髪 ・'一'11蘇択 佑
岡 多 ハ 認 め のua　,　痢%に 、4a.ny'フ σ ψ イL岡 多
僅o偬 麻 翅,核%1(4当 麻 →1く綴 暦寸衷%イ 乙痢%～
/獄瀦 ゑ 脅 吃 伺%."・ くわ 々 。づ ら}〈 シ 撚 ら 乞 イ刀η
磁 、・ペ グ4ダA!ぺ 胸K-一 レ ン 久 択 、くあ
潅 しイ い わ.
し拗 ㍉ そ,ン 」栩 惣 ㌔ 地 顔7・ 戸 吹 《
i〈ll,　各 種 の 肖 承 多 紗 ペ ー η り 磁 ズ冤倒)く硬 論 作
司 、<ξ 為斑 状 夜 轟 当 麻%御 へ 一 塩 釘%復 路 麻
疹 ～ 肖 解 状 吃 彫 多 のラ乞入(/印 《 入)一 ペ グ
.4ダ パ ト履 入 パ 惚 で 硲b.
)胴 栩 吠 雄 磁 搬 登七 昆娃,彰 霧7♂
重 複 梅 室刺 微 的}疏 蓬 レイ刻,か 榎 〃＼
ら以 イ紘 明 イ 殆遣 りで 狗 ク。
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1.擁}ぞ 拗/baフK矛 穀1一乙.も つ た イミ り フ リ イ
・しタ鉋 ぞ/秘 書細 ,劾 惚 萢 猫 び4・/a
ル/ハ 籟 跣1じ ・が 彦 孝 椥 和 寄ワ.s…U3ム か ヤ
ぞ ,司 塚イ顔1,4賃 料 靭 イミき家 ・}追 イ 。 久 ・η1レ ・グ 久
昇4こ 多ヲ ・髪 蕩 柔 菟 そ 耀 誕 つ れ アく階 上 断 ノ多e二
の 酋 剃 の レ か じ%え の μ カ 。
2 .柔 詞 性 の クK9¢er-oV4継 鞍 く97mPig.・
開 、・f〈鰯 吻 篠 建 て,1～3k)vパ 骸 酩 ノeも ヵ マ
昇勧 靭"清 麗 レ ㍗ 泓 弓 ～プ ・♂聯 動
/＼婦 溜 や 練 燐 遼 ガ＼灸 遂 ・〈 わv
3.南 イ〔.硅 の ゆ 々 ∨・瑠 溺 楊 遥 そ・,・久 イ,vイ
久 久 久 の イ/∠ ン汚 ガ の ・イ リ1借 物 ム 柔 禿 も 重
々 伺 扉ナ細 石ミ々 れ で 豹 希.
4.柔@ナ 生 の 廷 編 穴 刀 イ で 御 戎 づ 才1アく ヒ 考
え の れbN539w,N多oセa断 絃 系＼。
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竜 酬 ・難 ・ア ー レ珈 顕 塒
借 一皇 ・カilXltx　"?G}・書鯛 一
南麟 纈講 認ll認1漂
抄 し 獣:N)　 liFs零 寒 い 境 域 ド 月 ・て 煙 室訥
盃 評 こ な)F.
い ・〉オホ い 藩 岸 齢 バ芝レへ馳 地域
¢}嫉 学酬 究`・一場Cし て諏 歪1帰 峰 わ
¥㍉ 淋 と一軸 吠 ・地1贔 ξ1減 丁 バ 乙
へ
き ら王Ft－ 白 ∀㌢乙 し た
も
厭 下,/ナ 回流i盃 しお3地 咬 ハ†l　iFLく・藤 里 き
述 べ 己。
貴官些 些 滝 宮岬 昭縫 地バ 壕
靴 乙。 村瀞 畔6{1°re'ら 千;°ゴ ノ綿)'芒 ド 位 置
あレ
し,号 翻1恒'幹 帳 科tv　iWtの 炉1ミ 享出蚤
咤 躍 駝 彗 緬 」.こ こで細 日内
地tr諏 聾m・"rx)r:.こ(唖 瞬 さ横 粛 も
基 盤 煮・細 」 ～ド 飢 主 馨 鰯 ・ぶ黒 檀 赫
青 青 でay　i7　,磁 鱈 競 ξs'読 こ`1芦 職 齢 ㌻
ふ ㍉ こ喘 刷F!く グマ9パ レ嘔 ξ舞 葉 ド
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編 芸憺蠕 慧㌘ ㌍111
輕 庁齢,も 上位 ドt・F二陣 り憂騨 鱈 蜻
蘇芳1軒 ド輯1,:Pt:?c.A上 向=ギ ク・石器
駐 繍 荒 鷲 書幅 荒 轡 餅 齢,角
筋 齢 岩,傍 目t鰭 曇 渉麟 旙 と"1八 り
1尺 の毒一顧)ζ 紅Td.秘 写方 π計
幅1だ 片端1さ 蹄 野晒1こ 凝 ・て鯉 群
泳 料 陣6酵 バ ・が ㌫ 。 こし遮 残`党
;蔓構 勤 ∴ ・般 ド隊 壕{貯 ・∫・・走 、いξも㌻,
?)㌧ 嚇 ・嚇Ta幹 講 圭で ぷ1》xet-'d'
辛llド崎 繍 童㍉ ㌣餅 競 こ言下き産 恥 。
豊 里 竣 一:鶴 醐 纏 蜘 ユこ束綿 軌
b紺 二、 千ゴお ド債x.,東 躍1乙 桃 串
±瞳 輝 新 畑^齢 .減て"る乙6小 亀 塒
1い 碗 式6・ 獺 錦 蛍5蕊 こ奪 」瓦 妙 譲
掛 香一 ぶ 軍 陣 の,ものさ も:、 革 ・ゴ ∨ii5'
驚鷲議 撚
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ぱ 離 世牌 芳でい.わ 上位隔'緒
哲 鯉 『鰭 馳 一聯 粒 心 斜 だド/髄 鰭
廿片濤制 ノ寸 尉,こ ト齢芹ドミグマか ト
裾 継 呈 して 、さ.軋 上中 へ申岬 跡,
ヤ 擾 睡 蠕 輕 楴 若 齢 軒9。 こ
い い,解 同 繍 ば 詞,3岩 和 干潮 亙 ド
髄 し清 釘6.碑 嫉 ドIF1絶 花齢,
了 プ詞 ピ ペ グ四 イ ←瞳 斜 ふ。
テ ー レン(^堕:テ ーレバ 聯 軽 ζ・南
新 ∠ト,鵡 ↓,≧ず・+5'石ド奉シ,軸 茅シ3ト・へ.
南 壕 シi却a麟 畔 ご恥.こ こ でlli・illl,
掴 碗 麟 蕊 詩 評 ・饒 こバ 吹 曝
盤 漫(注 荒 勘 ホ/絆 クρ鵠 堅廿庁麻吾 で'ふ
ジ,こ^† 礪 鮪 楡 苦、/評 クμ1曜 日
震㌔㌘鵠 騙 謡1慧
ξ ビ バ 諸 締 帽 村 下 ♪ て部 下 る6魎 樵
痘i‡北 東 一南 西 な 、・し南llt`i'tハ 走(詩 ゼ 、 一束1ミ
之8∨き油 桐 さ学科障 ビ恥 。
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才 メ ガ ザ の 遮 滅 岩'深 履.岩 頚
鍛 本盗 久(広 島 メい 窪)
.オ,メ ングノ戸/よプ ンノン ス ノナ.ラ フ コ ー ス//二 流 産
す る 露 着 地 デ の ノ)乙 あ ク,妬 方コ屡.地 の北 え
v!b'
メク80Kπ 離 れ た ∠83タ8.4/00Eグ ナ痺
に 位 置 す る.フ ト地S与 の 地 質 言詞査 ば./977
年1月,才!b次 軌 極 地 攻 観)則 の際 実 施 こ れ た。
本 地 玖 を.構)鋳 て∫ る お 石 に∫支 城 箱 類 お よ び 紀
淘 扇 頭(・ あ ク,妻 域 着 類!J－ 疲 乏 ノ匂/Y14/一 －t-5
1三,δWへ6(fオ 呈寒しラ頃 秀斗 し1三 ろ'励 角 ミ重 乙 有 す5。
ま1三 三波長 表L/O　 c-nしeMC(`z/しのノトテ習 曲 ヵ＼発 達 し,
そ*L　 bの 軸 ほE　 vVで5δ 程 度 帽 こ傾 斜 し て1・ る.
さ づ/こ フ鰯 クψ∠1、_〆2滋払凌乙 、くジ と"の 」芝 ノ或 ≦彦ζ吻 このノ定二
方 向 配 列 に よ う 折 緻.づ け ら れ る 線 方 向 送.上
述 の 軸 方 角 に ほ ぼ 一 致 し て い る 。
譲 鳳 は埣 乱c触 ・堺 戚 ㌍ 初ノ・㎏
一磁 磁 ノ卿 ・ム 乙1
,pm?ua・ ゐ 」 乙・"㌦ 滋 滅"
rCl　ど カ・う 才差し厳 さe,2・iしる 。 ま7ミ ジξ愛又石 墨負 と し τ は
鍾 緒 頬 と勘 纐 ク/こ屋 グ5　 /ntanve/WiQ－と
こlltb8貢 ぐ 〆 舞 滋 ・rwmaZLZiiX分 チ グ5・
PUtLCI脚 貯 粒 で翻 購 造が疑 し・
塩茄 一戸 一一 嚇 －K幽 ωレ幽 ム聾一躍
の 組 合 わ 迄 で精 彼 づ17う れ る.　 B,。rtk　 izs　7io.z,
Z3～ み%荘 慶ノ ≧ み)寵/M3tbl9/・e8～1・23
の髪 切 乙 云グ ・Oamu!/」 顕著 フ 磁 姦ノノ微ゲ
-乞呈 さ す'
、 そ の 」紐 二萬くIJ/4.e?mua乙haし く)てあ'ノ.M80
ほ ・う ～5%程 フ乳 令$彰 し る 。　Ksn必topcViノ ぼ 海(ンw泌足
艸 の縫 が 翫 で,租kll〈lg　 Ab,oA7LiOrs7　 )
拮 ノ吻 廊/」 月一飢 の 擁 ノ曙 乙 〈 ・ ぎa
租 域 は　Ab73AnzsOr3て あ る 。
1)s-CUC　 Ipat・・ は ア 粒 で篇 次 旙 勧 輔 ま ツ顕
著 τ'/9重 く,孟2磁 一κ 虎畷 路 一夕多 婬ム変一ア 幽ラ
の組 合 わ 芒 を 有 す う 。
し仙 一$・五戚 押 ＼9'笹,pa・>Pxv2て ・ゐ し6雌戯
一 ん ・謝 破 －K∫ 幽c・ ・V－内 ゆ 奴 一㍗ う 一(メc癒
/こ ・Siノ笏 顔 ブ け ク μ'　 Ca'ht>Xfue%t　 2グ ク こ
と1あ う 。
βndc拠 勧ほ ヤ粒1房 状橋 毒が 顕 著 であソ,
み泌腋 一向)㌍ 鰍/Amb-k幽 帆－pmvbUt-Pt
め力旦/i≧ わt乙 を 有 す{う 。
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ユメ、上 の 芝2表 名.額/こ み ク 〆乙.5磁 場 裂 ・合 の ど,
鋤 勿勤 り坊鮫 な と き務 令 す う ピ ー獅 う妾駆 動
τさα桝 姥 万雌 度 鴻 え られ る・
ズ/こ 季 地 域 の 豊 威 名 塵Z銃 後 坊 ㌻ こ と!」.
Pγ)ゆ るnektSUtZlebXi.へ く,ひ ん ぱ ん に ・分 ラ す
う こ と τ'あ う 。 こ ノて/・フ'5ンinビ・4べ:'ノあ ξ5・ノ/・」ノク♂4ノ
次/こ 同 風 の タ履加 タ/こ産 乙 名 質 ぎ 〃ゲ泌 顔 ノ
己 惚㌍ 一2主 炉 名 石 泌 〆 礪 お ど 瞬
椥 塙 ん で い る ・ こ匹う の享ヂ でs嘩 蔽 一μダ 戯
が芙SIEヲ5tの が み られ 、 その チ衡 妻 定 関 弥
栄
に つN)て115]別 矛喬 で 多憂苦 す うカミ,そ の矛ろ呆/こ よ
粕 ポ 勅 臓 の5幣 雄 一轡 蹴加 守 拠 は 明 う
ガ に ㍗ 融 輌 ∋乏 飯 剤 技 和 亙 す う ・ この赤
タチ ヒ,前 述 のompK2G以L:,Q./Ti∋ 勇Eづチ ヒ のB労室29う関
づ系に つ け てIJ予豊老 尼又痒)和 の 萄し莫.か ら・、検 討 さ似
た 。
ラぐ 才 メ ノカ 巧Pゐ ノ ひ㌧葵1ノ ン ク'ノ∠・」易/こeタ ク 〆しciう
5capUtig　 -　〆aVdecb`ee子 獲5関 鍔 ・に つ})て
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ぺ7饗 し ム 蔽'ε1、 ク イ ー ン ー 毛 ー ド ・ ラ ン ズ4肉
PtL20-o～3θ θk・ ・n-r:$/"bム脆 群 の 粂 峰'二 位 置
しz・ 」 〉 。/964与/cう セ ∠チ ラR戸劣Lた よ っ マ 募り彦沓
査 工da　 Z以 ぶ ノ。,ZfiZ./is・',洛 之 つ 看 嵯 ノζ よ う?
此 後 鋼 重 材 が ゲ う 恒 ・ゐ.撞 移1ま 化 静 の
P,},F.9-rs7;S;S/a{ZLe.す づ'`=概2εmeeし た 。
ソ;"1-,f'レ ム 三多ラ酵 彫 城z-　 ta.　 チeづ
・弓 イ ト や 礼 続 後 篇 励 え? 、 確 緩 彦 誠 の
稚kの 片 蘇 陽 箆 是 、?一 プ レ ゐ"知 ら`,P・....'zr・i
》 ・6iN-、やIVム 脈 ガ,討 乏雇 の;pkl欠 く 。
こ め党 戒 の 上 唇 な 岩 窟9は 、 看!群 各 仁 特 徴 ム・
為 り 、 イ 〃し ら1工 次 の よ ろt=!Bウ ら4し う。
の 今群 の万 状 構 置 と構 成 η アフ・ライ嶋 序麻
治 し繭 輝 痘・る 集・閲 長 纈 〃麻 糸。
の 彦汗 辞 しT)群 の一ξで2商 輝 石閃 長 尾 後
編 ト烏・ヒ 鞠 輝 ゐ・ろ英 閏 毛 鵠 片幕 農 。
/・)D群 の彬 射 し雛 働 麻 彪。
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二二)つiei:iヒ,(子 －e・F群'箋 」7の ヌL7ド タ 、ソ ラ)り ミ
ブ!r　 si7　1iト し 縫 ア つ・5イ 峰 花 齢.
;"mラ 吟 ケ ち,イ),2)':/lq》hk1タ 、鉱
物 多且Av　 rtし6＼ ら 昂り断 し2、 グ ラ;2ラ イ ト オβ'二
属 し(閑 長 纏 繍 烏 クー IL-一 一'7°)、 覧 の/}し'繍
問 診 枷 耕 プ 融d‥ つ7'sう ク(re
編 綴 輪 毒 プ1い つ・)。ar=,レ)→/・)!ま.
勝 ト 方 よ4蕨 手 っ 観 衆 餌.Sth"s　 ic　gfcレ
27f?.?L・ イkn{Clhttbeフ゜・e7NtSes-d・ 乙z
`,う ン ヒ が 報 若 立 久?・ ・う 。
4erり 房 麻 裏1ユ'・ 一.創 苦 み の 跳 動 、-h撒.
3t　 te　 ,7　、　 」e。fagA　1ta"a9・Ptd/Sna　 E亀 グr2ラ 多Sti・
φ凛 躬 れ 》。　 iPE　 一 み じ辮 滲 めfじ 挙 鋤
老1e・ 隣 ヒ'禮 勧4∫ テ ア の 鍼 差7・・し?
の 。 ン 婦 の こ ヒ4＼ う、 罐 の 房 存 ゑ1字.
ε・隣 つ 乃 麻 鬼 の予多い ね 水 靹 チ マ ー/
、フづ イトn'・t$復A・ ヲ麦zれ2u>i為fし ら ψtゑ ・
つ 孕 り 、 閥1互 急 後 房 篤し皇 め1「多歳 承.筋t:、 可z"
fニ プ ラ つ ラ ・i'F　ltDの 隻 影 岬6x-S,Z・=し
'ク ろ う 。
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・ ブ?1タ イ 榊t=　 lg.　 今静 の 耳 鼻 ゑ ヤ 曳 褒
笈 雅 趣 緑 岩 師 参1、 ・Llソ ㌧ ムb"　 hらA>。
>4ゾ マ タi(　 F　se　5Plfi」 ピ 純 色 ル19SfWh
作/徊fRiA,.,iFt綱 ＼プ 亘 疹 、 移鴫 立iLZurd
い φべ.跨 卿 多1・997b4晃 ψ"h,r2z協う ク 。
味Lε ≦齢 肩 》 ヒ.tec)"Z"{3.
ハ フ㌧ ニュ う イ ト禍'♪ 産 砂 重 如 浮婦 人㍗星
Zz,S　 k)、 　 後 蜘 材 ノ,E;つ卸P・ 減
価 山 ∫。触 メ極 冠 デ¥,孟 。
》)庭 」z　mち に 、　 7gra綜 加 本 夕?72い471尾
ル 菌 鳥 勧 麻 嵩 め 帝城 乞 自 色 ア っ・う イ← 亮
彬 縫 師 多奴 ミ ブ2タ ィ!Se'tFni)捌
刷 》あ・二 。 存 。
A,6k、 ン4昌 錆 睦 た た 。?.参 与細 落 名
醇 、紬 学6醜 き寸旙 ・・Tiい 、 秀 吏 夷 脚
パ 晴 輔 ち み'¢(T・ … ¢t=、2鋤 嘘 ・吻c」
㌘ ㌧ タ ε:襟 れ っ っ ・ 伽 稗 秘 史昆 姥 鰍
っ、レ・ド つ プ循 夷 肥 城 とη 醜 女 む 琶ンあ う っ と「フ
ゲ あ ケ 。
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オ メガ 蜴 ゐ 」 ぴ 乗 才 シ グ㌧レ、鳥/こ み つ 〆乙る
・sccyig・雄 つ 解c飯 乎 衝 閨 房ミに つ})て
(鈴木.屋 久(ノ 盲 あ 大 ・媛)
2寅 考/」'才/82"ノ タ)・疫 ノど域 麹 ヌゾ/こゐ パ て.標 言乙
両党 痂 ・ら5岬 臆 一画 むし飯 のキ定組勧 も
き 有 す る」変ノ或 ク言ズ夏 乙 見 出 し た 。 以 下 に 、 ぞei'(.・
う の 産 多ぐ,二鉱,物{ず カク才テ復二.老1石 量 的 意 義`こ っ
い て 了 」察 自クに 多乏.書 す う 。
し書 抜 み 」 び 変 ♪義 ≦鉱 物 狸 イ≧わ セ」〕
オ メ ガ 刷 こおPて 嬬 記P畝 ノ{9い わ 蝿
磁 磁 ん 滋 ヂ/三 星 乙'/つ/」/mat－ ノnedeoヂ/こ ・
〆 弓丸 にdipmynetUuz力 滝 戻 し け ア分(η ㌔纈
)・ さ う/こ 声 砂 滋2タ/こ ε 秀 ご 妊Mc・6・ ・ti"
解 砿 離 夕顔(77エ ・タ・7め}こ肋 訓 る ・
鏑 顧1酬 卿 ♪∂一 尤・s嘱 ぬ ・〆勢融
ク'鉱 物 濯 ・倉 わ 乙 乙 秀 ブ13ヂ ガ ・ノ㌘π2礁 ノ乙 「」'
お 石 で あ る ・c繊)解 伽ztl　 Ca・z4Mgi5・・酬 磋6
龍 顔樋 請 卸 ㍊ 亙 であ る・伝㎡i9,
αO　 IE・　・3rり3e%Ettsx膨 れ で 鋪 ・
鵠 、よ婦 ・叫 陣c瞼 岬 ・嬢 ・㍗ ち
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陸 離 い 竿 弓 力＼5k'5嘱 立 のあ 石 で卿 ・ua
ligil　1bOη)igtZ・tZther㌘cで あ る 。　 camprvnv　 lJ　 Ca-979
聯3庖 編xコ づ 〆 螂 酩 左 「`あ5・ 　o/neZel/J
Cdeo競 り32%産 屋 含 む ㌍5… 　dav　 で 璋 購 諄 ・
夢 房 蓮 ノ」み クe/i'Z.,y--1)。
)7こに 東 オ ン グ ノし毒}つo)くも ク)(ク7ちool)'9,延
米μ咋晩 解 如 ヒ御 願 ゜臼 のて曵 晴
づ(壱 ブすψ/こ 麦 ダcS。 遡 痺,箏 笈2(4)6SdSで
scopcZe&・ 〆tyadere・ 一ん 滋Z2・ftt・2Wl7/k　 O・ う ζ「
り,s(mp・ 加 ほジ樹 望 み ～5廟 呈及 で5ン 眺 轍.
2至59i,。
〔s岬醜 一μ靡 厩 矯 鵬 〕
一銭 に這 続'チ の酔 ⊂喫 ・瞬 晃ま射
るs(サoZし 左 よ り もGズpoozで あ う カx'　 ?/ben乙d2Lご之 オ損
紗 の ・yうly`£1-f"de/こ 鉋/」'/鰺 ∠ム 勅
鯛 魂 碗 分 づ直 ほ 、5岬 ノ凄 物 厩 碗 左th(A」 づ直 を
越 え て しc"う こ とカ＼矢口ら 欲し て1)う(分 」メしノま',
旋 酬 耽/96ク ノHAUGHT・ 〃./タ ク/ノ 。
ブ「 メ ガ 岬 の 送o)に つDて,そ の 鐵 乏.ilGii訂 し
て み 」 と 翅 ムクル遊 ・-4、paf!尻〃夜 の 麗/,ズ.ク クz■・8tiタ乙/」
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77.5-?5.○)フ7.2-74.4、 き、 「こ つつXo707Aで{9i.
8ん3-9ノ.3/2s.5-26・7と け づ 超 ラ今 ノつ ∠tZiノが 多多
ら れ・た 。 弛 方 、 東 オ ン ブ ル 為 の 毛 の に つ ・)て
ぽ52汐 一一5/2/5汐.g-ff2/5-(;,,6.～4ク3/
5乙フ.8一 夕∠5とf)づ 顔1今 わ ご が1タ茅 ク,y'Z./三 。
以 上 の 箱 采 と斎篭1≧ し て み う と,才 メ,ガ 止9{ク)
ぎ 〃)/」 川 グ ノZl拗 〃磁 優 成 分.そ亙が 勘2π ∠左域'ケ 涯
随 え て あ り ・ ㌍ 一 ぬ 頑 童 騒{軒 で輪
易 し く二 こ ヒ 乏 示 嗜乏 し て け る 。♂む方, 一束 オ ン プ
・し蜂)の6の に[け すPt－ も　ZM.,LCLヵ識 産㍗イ分 五重ノ9,醜 ブ
ntd・ 域 ク 庖 よ ク ど 低 く 、 魂 石 み ク れ55嘩 誠 一
幽 し峡 β輌 ら予誤 れ護 九度は卿 雄
才日 よ ソ 乙5CN、 ・ヒ そ}え、う 硫しる 。
両 地 域 に み け5こ の顔 違 ぱ 一)8と も ヒ の
室 周 力行 丑 塵,砺 乙 醜 峡 し たZの ,2雁 豆 蔵
・・"Y;)荊のあち.呆 に.よ3芒 のo>1)ずPtカ ＼で ・あ ころ う カrt、
両)e.VcXに 分t・ す う毫 戴 お 類 の お 石 ・言的 都 麺 一
ど ・η、ク ・考 え.τ .タ 麦秀 グ)ヲ 舵4竺 ノバレ眩 け と葱 〆)〆Z
る 。
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y石瀬 ゑ 地ia)Lり 変 威 名 の 彦 石 化 学 的 可 児
蟹 沢 聰 史(東 タヒ」人)
え 、尽粍 三(極 地 厨)
獅 睦 地 走含 む 蘭 菊種1.、97"ラ ニ エ ラ バ
籾 ～i?・a)月島 絹 の1}と歳 差 鍛 庖 侃 々 コ ウ毛 類 がゑ
く 心 神!　 te　h・ ソ 、 蹟 書 展 、9こ れ　ii"の ・釜 揚Z,」
繊 細}ヅ 蓼 剛 壱 州 し ・、7(擁4じ ・)z糊
㍗ 幽 巧 ぷ 継 れ に,才 ン ク・ノ嶋,
ヘ
ラ ン ブ 不 ブtラ ㌧ ス カ/レ プ'ス チ ス,スh－ レ ン.
3et・y・Mese+坊 城'h't杁'冒の 出 ムア の も の)"つ い こ
封 個 の 疹 若 ふ 荊t　 zo彌 の 厳 あ ふ 犀アkぽ ・・ 乞 ア
し,?り1多,彦 影v),よ 小㌧鉱 務 の 傷(・量,N,er!も 〆
初 更 栖1だ 。i?のxts果,本 地 城 の 老 〃o　 sio.
,令彦 、'(;」3.8s-75、"か 乙 纐 細 川 饒:14
かご乃覧 る づ あ 杉.4e、 本 館 繊o商 向 老,類 、9　tiV
鰍 押1レ 川 ミ賜 ん で'th'、}、 応o確O　 kc　SIOz
leの 鰍 か 訥 、山 蜂 噺1レ ミ ナ 絨 毛 ～
へ あ
アtし 列 玄 訊 勧 顧 疏Kフ ・・ ツ トiれ3わ
杓 い 。 一 パtpaY,,af7'レ リK/2.い1.e
の 出 岬 の71ヲ:e_ラ イ ト 桐 改 訳 影 翅 ・9,S/bz
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心 覆kYb4.¢2^ク3.94%脈 可 ヵv,励 〆 会 し く,
六玖 筋 ユ0と と か ・ノ2一 ρ、ユ4ヒ かreμ い も の τ'.
/Czク デ/旛oピf　 cth　'eビbカ 〈 な り ヒ　 la　う 特 徴 圭 も
フ 。 亨1そ./1!Z7/ヤ4司 でf∂ ナ 多 と・.〉 マb－ レ ン 〃 差ンOP
!躬 投 書域 の も の 〆 比 べ・て.わ 　 7feの 」麟 力、罐
3し い 蜂 徽 治ゆb。
憂 虞 岩 内 違 老 鋳 蓉!。!れ 肋 犠 存 特 徴 φド研
ら ψ3。 グウ!?,12197・ ク ン ユ ラ ー/レ 域 ぶ わ 、
rif.り 〉.6'ア/し マ ン デツ ー ハ・・5t2-7・ 系 のeの
ピ あb。 向 向!2・9す へ1て!、 ・一 ゲ サ イ!・ τ・あ 多
toyt,　 Taっ 量 ・纐 肉 石 瞬 鵠 お、‡ るぺ・糎 ち1.孝 梯
ウ の ち の φ＼贔 巧 く,か 肺 エ フ'フ ン 々 う ト.
か 勾 石:疹 の も の!ヂ レru・.、 鰭 按 ば η2噛
弍59。 も 信lc,・ 七ム ゐ,ρ硫z・ あb。 共 存 す3
綱 熱 願 扮 の/Xb-Fg{く 、乞 れ ・e・'(24./93醜 婦 ・〃 層,
23Srz,　・v　6xg　dp　AR　pa・tヵ 乾 酪 あ ソ,/9ジ 、忽 忽 痴
!ghMnop・2傍 の プ.素 か・潔 茱!Z"5.#
友.角!R7f2hl;ひ 鷹 峯 研 砿 けb7・ ノ 急 の
老 厚,髪 石 の 種 麹/g　 reノ㍑ 鐸 裁!./Z、 顧 鯉 川;
ラz"あ3。re72,賞 威 彦 わ ・fプ"て,茨 存 ず
フ ッ
}・S例 ノ9{.β"・ レ・reく,
);rs ユ ヒ 尋dO　 れ3。 学 究,
准 夕6・挙 彦診の 虜多明K肩fをbヒ 孝 ん
フ ・ソ 系 の 勉 多義'づc
らc,e・ ・i3。
細 紅 鱒 相%'E・f2・ 一 サワ'277tMO」 囎 乖
.苓 励, 著 月 雇 浸 計 得
相 愛 成 の老 友 兎 々 条
}3 誠顔 舳 元 素 の
じ'/二13 フ"ラ
プチη 拷 尾,
再 履乙ふ 芽 夙
ニ コし ラ ィ み
ネ貨 変 滅!tF.　 li9ンく
フ,1τ}f　 leta　〆
被 髪ず ず 多。















































































　 　 　 Microcline　 granite.
　 　 　 　 　 　Biotite　 gneiss.
　 　 　 　 　 Garnet　 biotite　 gneiss.
　　　　Hornblende　 gneiss.
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t a I 100.26 100.26 
1 ,  13  Arnphibol  i  te. 
2  Pyroxene  amphib 
14  Garnet amph i bo I 
15  Hornblendi  te. 
 16-18  Hornblende  ec 
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竜 鮮 意 業群峰石 一ザ ク・石宕 の
彬泳耕
老 ノ倉紳 一 ・伸 井豊 ・加納 蔭
標記 地 域 ぱ茅1?来 夏隊地 質担 当隊 員3名 に
よ11地 質調 査 ゐ漬 こな わk.地 質 の概 要 力胡
らか`1さ れr((本 シン ポ ジヴム 、仲 牝 仏 を参
照 、)。
竜 頭f茅Z地 区は 主1・黒 雲母 片縮 ・ザク
ロk－ 景 蓼砕 片縮 工 り7∫ ゐ が 、 こaShのjZi
K/＼ヤt噂 斜 臨 ビ ザ7gkか 減 ろ特 異 橘
粗 が 約3鰍 の 雛)Lて 挾 射 ろ の カシ観 さ
僻k.本 御 鏡 下 でt1細 粒 粒 状 の 単 斜 輝 石 と
ザ ク ロ 石 が 主 な構 襯 鉱物 で 、 若 手 の 角 閃 石 ・
、牟キ1長、后 ・石英 を/含む(虚 宏4勿容 量 比:単 斜 輝 石
49.s・/・ザ ク ロ 石39.0%'角 閃 石3.9%'斜 長 石2.5%・
石 英3.6%・ そ の 他 ん9%).角 閃 石1丁 単斜 輝 石 を野
分・的1(交 ノ伏 し仁 よ う ド 生 じ て お リ、 勅 生 的 な
も のZ・lltiい と考 えeれ ろ 。
主 て「:構飯 鉱 物 で あ る 単斜 輝 石 ・ザ ク ロ石 ・
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斜 長 石 を 即 舳 で分析 し、 単 斜 輝 石 一ザ ク ロ
石 間 のFz－ 吻 ケ醐 系数 を算m・ 闘 拗&6/脇(〃 初
の 笑螺 線1(フ 墓 づv・ て 平 衡 温 度 を 求 め ブ(.学
科 碑 石 ば サ ー ラ イ ト質 で 、 リ ム で1毛 に、 コ ア
で 恥 飾 紐 羅 繍 造 餅 レ 、Aa2・う1写 し
巖㌫搬1鷲 ㌫惚了㍑耀
え らt入 る ・ ザ ク ロ 石 ぽ1毫0,(kOに(萎 み ト4fOに 乏 し
い 。 ザ クathtzbリ ムZ・ 　fe　t:.　 コ ア て"M争1癌
4>wる ・ぐ かf∫ 組 成 黒帯 梼 造 が 多怨め り 蘇 る。 斜
∠彦L石 ほ着 しい組 オ又累夢 精3乞 を 示 レ、 持 しくザ'ク
・ 石1くtSCgbの で{1獅 虫部 く(観 てA畝 分
の 忽 縦 な謀 ケ が み ら 糧(A。'tBS→AnS・)。 乏 いK
長 ず る 単 発斗輝 石 一 ザ ク ロ 石 の リ ム に 書 け ろ 長
一 卜勺 の 公 爵乙係 数Kpは7・zで・ 丙鉱 物 の づア で の
分 醐 布教 κPl才別 て謝 り、 イ身 励 ろ平 衡 温 劇 才
コ7の 紅 ミ叙 繭 、・が ラ諺 瑳 、iあ 訓TZく 、
本 名 彬 爺、瞬 のラ髭 度 は 約6DO°C　C圧 力 を5kbヒ 仮
定 し て)で あ フr(と 考 えilAろ(図 参 照).本
宏 相U1通 勤 圧 力計 とf」ろ鉱 物(its(clで 」
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、・が 、 セ ニ考 え ら れ る 竜 彦 」甲多3地 区
の ザ ク ロ 石 一 黒 雲 母 片 麻 省 に は 漏 ミ々
含 ま れ ろ の て"、 本.1老 看多歳 沼寺 の,liE.カ は6Kbを 越
えfJ　 b、 っk(毛 の と才li是 くきdへ る 。
と こ ろ でRaJLeutg6maet(/974)はctta{dO!を去廃 物
質 と して実験 を行 仰 、ザ ク面 一厚斜輝 石
間 の 左 晦 の 樋 徳 教 ビラ綾 ・圧 力 の 酬 縄
胡 舳 ・`くしr(。 こ の 実験t・ お ・て 全 岩 組 戒(
怖 怖 〃 チナ葡 が 価 硫 数t・ 及 ぼ す影 響 ぱ ・ト
さv・ と ψr(バ 著 し く 脚3タ ω1:傷 む 月.a
武 名`(つ 、・て の 実 験 で は 轍 負 の もの に 比
べ て 太 きv・分 配 峰 数(低 い平 衡 遣,度)を 与 え
るeい う 。 本 名 の鉱 物 の 分 新 値 と毛 ー ト;'から
推 ゑ れ ろ命 名 組 釦 寸、通 学 の 玄 武 岩 よ リ 劒,
稔Ot《egみ 、　ASZ,03　、Na,zOκ 乏 しv・(恐 ら く あ ろ種
の堆 積 岩 で あ ろ う)。　(kOei分ts6イ糸数1て 及 ぼ す・影
響 に っ い 〆(は 今 の と 二 ろ 胡 らヵ、で は で8い が 、
分 国 得 ラれ で(平衡 温 厚11他 の岩 石 の鉱 物 共 生










     500 600 700 800 
                 Temp°C 
R-T conditions of equilibration of the garnet-clinopyroxene rock from 
Cape Ryugu (dotted area).  Al2Si05 stability field boundaries, 
after  Holdaway(1971), are shown by heavy lines. 1 is a reaction 
curve for chlorite + muscovite = staurolite + biotite + quartz +  H2O 
after Hoschek(1969). 2 is a reaction curve for staurolite + musco 
-vite + quartz = Al-silicate + biotite +  H2O after Hoschek(1969). 
3 is a reaction curve for albite + K-feldspar + quartz +  H2O = Melt 
(beginning of anatexis in gneiss) from Winkler(1976). Basalt-garnet 
granulite-eclogite transition boundaries determined by Ringwood & 
Green(1966) and Green & Ringwood(1967) are shown by dashed lines. 
Equipartition coefficient Kd lines shown by alternating long dash 
and dot symbols for the distribution of  Fe2+ and Mg between synthetic 
coexisting garnet and clinopyroxene for tholeiitic basalt composition 
are from  Raheim and  Green(1974).
南 極 メミ陸 の 〔5t也磁 受s乞ml
??????
南 極 六、隆 の 自 止せ磁 気 尊 酌 研1牝1ε,コ ーン ド ワ
ナ フKP皇 毛 繕7:!St"して1,た イ也A大i陸 に 比 べ τ →ト噂瞬
に 退 〃tて い る θ 』怜 に 車 南 極7。 い トec審 ・11〈
til;'　,　vq　 pの 駄 駄 も',ISフ き りNて"な い 。!今
回 口7ζ1島 の 「 マ η マ ー ド 基 地 閤 重巴ユ ・ 「 パ'
一 ド 山甲」
ノ「日 の 幽 岬 」,「 ビ'ク ト リ ア ラ ン ド
の 「 ラ イ ト 右 」 ・fテ'ラ ー 右 」 か 今 得 今 〃した
建}疋7のNド こM(自 然 残 留 磁 化)を 」頃唖聾呈し た`iTb
で.篭 め 結 集 に っ ●,て 報 告 す 百 。 な 窃,ロ ス 島
のSacondt　 ta　 50～`oo万年 前し 日 の 出c94rpび
q・Vviss　 l害 唇 イ匙 辱 添㌧ ラ イ ト 槍 のF・e.n怜v'.
PoRc"tte.　 la　 t.5イ 恵 与 沃・、 テ ー ラ ー危 のBa、oaZtt
峙1ユ 。。 万 年 紫.の もAヒ 彦 えパら れ τID3。
リ マ7て ・一 ド 墓 地 周£Eの 壇 葛t8ρ.R,
Kゾ2e(〃 ヌ3),こ よ リ 粥 κ 分 類 さ 鬼 て い
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る 。 こ ψしら の 鴻 娼1‡ 強 く 中 庭 なNkMk橋 フ
が 　　OAstte　 k。ckfζ 分 脅 す る βrecc'4'3確 料
に よ リ1V尺Mの 方 向 が・翼 為 リ,堆 積 ぼ態度 も 考
k5ラ 元 で ・角 力 ね 手 懸 り ヒ な3。 　 Ob5en!aStωu
拗 ヒCbtpe　 !4rn"1t47cに 有 ゆ ・す5ks`w4gf
は 吃 れ 吃 水Reverse8こ 磁 化 し,　 Matqva・ ・"A　t!A
A毛 の ヒ 奉 乞 う,e・,,ろ。 乞 の 他 のfαsazt　 t3
Noyvv".aJ2に 石払化 し,βrWasheうmaのtの乞 考 柔」
らdVし.V(≒Pの{t澄tさ 、60° ～70° δ.箸o～/60ρ
W'lg王 立 ヒ †亀虐 こ6糺3ト 。
ユ)κ 一 ド 岬 か らu牽2tl札 た3偏 愛 のb鯉4t
の ～kM　 I1鋒 敏 く 中 歯 で,　 T'ta,vve1wtaftiZ2n"OQ　 カ・
苛9激 と れ ζ い る 。 こ の β`ze、zZlt(の イだ 禽'863°z・ ・
〃er臓aZκ 石抱化}し て 、⊃3分 間,偏 角 曜 一 定t為
か っ た.
ろ)　 lan幽 岬 の βiatk'te・　9dω のNR　 M`s交
}お 白磁 に 対 し 不 寧 世-,～KMa方 向1ニ ー 良
Mti動 ら れ15か っlc。1し κ5maの 董 料{ξ 苛!V
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全)ラ イ ト 右 か ら 採 集 さ れTと3個 ハkrMh
Poム 内†色 略 屯 虐 な トJ　f?　Mをt奇 ち.　 Vdlρd》 で立
直!(14ζ ρ゜ β,16s°Wと ン乃トリ 、 βψ ・　IrvtM書
cI,t"di　WEIL2:s　 (/96」 し)に よ っ?碍1ら れ た 値 よ り
2s° 東 に ゲ れ ぞ"5。
ら)テ ー ラ ー 宿 の βau"a.2t　 t9専 寝 たAノ 艮Aイ
も 精 ち,　 Reverseiこ 看慈化 し 、VGPの イ立直/4
3ろ ゜β 、1う5・ 。▽ イ†近 で あ る 。
75
リュ 、ソォ ・i†K)しム ラ薄 束 書βの ラ毎度 歩巴1升多
森 脇 喜 一(極 地 石片)
日石和 基 地 イ寸 近 の 大 陸 棚 は 、 フρリ ン ス ・オ ラ フ
海 岸 治 し、K約70kM幅 τ1法 が・っ て お リ、 そ の
末 端7水 深 一よ 詞 よ そ400mτ ・、 大 陸 斜 面 と の 境 界
fま フ゜リ ン ス ・7「ラ フ 海 岸 と 平一そ了L　 ?　tptSiぽ'直 話泉才た
K　kf　b・・て い る 。 しか レ 、 リュ ツ ォ ・ホ ル ム 湾 ラ中
でt9末 端 水 深DK・・600mよ り う 多深3ク 、500・ レ60Dym
の 等 裸 線 は 大3<湾 内 レ(入P込 ん7・ 箔 ク,そ
磧 案9Vぽ 白 頭 ラk声 「に つ なnVI　 8}可 能ij`!II;.　,DN"　Z　 之
ら れ?いb(協 ∫恒4a　Ofa,,円64他)。
す?"K∫6文 隊 ま τの 調 査 τ・宗 谷 ラSZ3　 iPuの
約30km範 囲 内 の 海 底 地 形tg　 b-　ZGク 詳1<知ら
れ て3て,主t{"Z現 在 の 氷;可 前 面K延 ひ・る
い く っ か の 顕 著 詰 毎 嵐 ラk食 暦 の 存 在by,　 E1Sら か
と75っ て い る(藤 原Iq71,森 脇 　lq7F,　 Omoto　 l976).
乙か し,jこ れ ・ラ の 地 許多 と 前 言乙 の フζ彦 ネ明,縁^ヒ
延 ひ・3深 ま りtの 関 」連 借 明 ら カ＼ にrコ 才 れ て レへ
76
な か っ た 。 き'P:、1勇 西 辛ト の)毎 底 地 干う に つ い て
iSl・全 く 知 らUt7}〉'う ず.引 続 さ ラ雲 向 の 三毎 ・右 地
形 調 査 ぽ 重 要 な 課 題 と な つ マ しぽ.
19>kz・(S、 湾 中 央 部7切 測 深 を 実 施 し 、 湾
中 央 辛ト に 屑 石 菖3深 ま り の 実 体bV'か 有 り 明 ら
か とnc「 っ た(樋.ユ)。 ラ薯 中 央 書ト の ラ呆3りt9,そ
の 東 側 斜 面 か・明 瞭 て・s特1て61i° ポS付 近7嘘 乏、
斜 面 を7」 し て い る.1.の 深3り1耳 湾 奥 禰)τ'
よ リ ラ築 く'な っ て お),　 Omo士o(j976)rc♂っ －Z'9月'
与 かt・ 　!r　uaた ホ)一 レ 氷 河 ラ中 の ラk食 谷 と つ ・Of
が'っ7お ク 、 テ ー レ ン ラk三可 沖 の 氷 食)合 とbっ
る〔か"っ て い3:ヒ ぼ1亨5"看 度婁 τ"(ク)、る 。 す ら)↓(、
そ のf申 』≡f頃 危〕ス)＼ら 白 ラ煽 ラk三石τ と う つ －diが・っ て し、
5可 能 性 ヵ恒極 め7強 い 仁P悟 ユ)。¥ON縦 断 面 形
か ・う こ こK氷 食 バ 傷 い7ヒ こ と1疑 い な い が・、
こ の ラ犀 ぎ ク 帰7)・ そ ξフ ぐ 、 地 質 構 」遣 の 弱 線Kラ 〈
喰 パ 下 刷 て 生 じ た 善 の τ'、 白 癩*ラ 可 と そ の
延 二長 上 に 予 想 さ れ る 弱 線 あ る い`コ,　 ¥osUjda,M.
(lqワ9)1=示 コWhた0"S・eeT・ ・up　 SkaPlenGr・upgA/7
断 ず ま 推 定 断 層 と の 関 連 か・考 え ら れ う 。 い ま
77
一 つ の 地 形 的 特 徴 ぽ 、 こ の 深 ま り を 墳 ピ し て
そ の 東 西 のtaOj　 (大 陸 棚)の 水 深 が1顕 著 に 異
5zと τ'あ る 。　 RPち 、 東 づ妄111τ竃`'G「300my、 〈ラ弓ζσ・面
かr/qが り,西 側7・'{UケOO～600m深 び 面zSvt広 が っ
て い3ら し い(Fis.1,!2)・37-}ilfRllの65),s比 高
lOOm内 外 の 中 起 使1が 署 レ ・・ が.西 側 の 釦 駒 ・
な ワ 平 主旦 な(5う てい、 同 一 面 かい地 盤 運 動 に よ っ
て 変 位 し アニ{の と{」 考 え に く　 Pt　。　 し か し 、 豪
創 ①,ト 起 倹 の 西 園 や 形 成 時 期 が 書 だ も ・分 に 明
ら カ＼7'7」 い 二t、 西 側1の 情 報 が'地 形?・ 含 め て
手 足17いZ})と か ら 地 盤 運 、動 に よ る 変 位 の
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of th 　 eastern　 par't・ 　 of
ソユ ツポ ホノレン諺 嘉 応蜘 董物 物
お 砿 群 集
加 藤 道ま崖・力持義節(広 島大総 合斜 丞部)
・ケ 厨 珠い) .塩 っ 煮 方.3Xu.%兇 変立'含 む ノ底 質 試 料(巻ノ
1刊 碑 朝 一}I　IJ　` こ罰5次.越 冬 隊`こ よ リ採 集
さ/IC三 日欠,点 の3寸 設1料 で あ ノ6。 葱 域 は オ ン グ
ル 島 ノξ]ユ,,オ ン グ ル 」海峡 ノ ラ ン クt'、ホ ブ デノ)・1凌
入 江,ふ ノ ール クκ所 ナ,お よ ぴ え カ ノレ ブ β
及 す リ(よ当 山 幸 の 痘 工で あ る。 こ の う ち オ
ン グリレラ訳 知 鳩),・ 」・浸 入2フ;(/幻,.)r,ノ ー ル 米
ラ窮 転/、 ξ,)で 吋 詞 燵 瓦斜 切・採 集 引(た.者 ン
グ ル 婚 戻 の/亘 。〈n。.//05〃)お よb〈'、」、法 人 弘o
誌 料(n」./伽 ・〃 は,/o乙 調 隔 で.毅/&mの 試 料
封 緑 し 拠 の2鳥 で 呪 表 敷 よ 撮 施
疑 り享 さ/."け 試 料 鎌 表 し も 、各 誌 料0
掠 東 大 ξ,茄 裂.試 粘 乾 燥 重 量,お よ び 書
名 法 上第/麦 に示 づ 。
加 鴻 鵠 繍 継 紳 、3儲 習 い)翻 し差。
そ の 惑 果 は 第2表iこ 示 す 。
81
ね 鴎 摘 ㌔ 表 決 蟻t含 め3礪5雌{こ 分
類 α る.痛 孔 曳 殻 に つ し、て生 殻 と死 殻 と 。
区別 は して し濠 い の で、 第R表 に 示 す 内 郷 ま
採 集 崎 の幼 い 書 起 見合 遺 骸 群 集 と み な さ れ
る.し 傭 っ て,繍 を構 心 魂 績 鋤 い
て掘 紅4翰 ヨ 含 ま れ で し・6以 」二.こ の群
集 芝 生1古 群 集 乙 し て環 境 票 固 竣 易tこ 結 び つ
け る こ2{Sで34sし ㌦　 kf」 一,こ ・く概 抽 恥 グ
るz組 坂 一ヒ1こ若 手 の 特 徴 加 あ6.　 7J〈ff'　、esmM
汽 の ノ3/}〈ij,・c373m'-6タ4mの3}《 蚤,のkfe蓮&
群 集 止 倒 ぎ全 欠 点Zモ(n・.ua6・/のn例 タD.
総 イ鋤 轍 のs・%以!k　 tL　 ぐ(k?淑(こ 延 いrk率
纐 殖 殻 初 し曳 が 含 ま/}ほ と し・ク 共通 ・象 綴 γ
あ る.デ 嫡,石 文債 殻 有 孔 虫 に つ ・・て(ち373
Pt.-699Pt.の3kゑで 庵腫 数 元 歌 識 し、 馴 釧 ふ
敷 も減 ケ し て しづ.釦 熾 斜 吻.//。∫。/)の 鋤 〔
変 κ 勧6∠,表 層 群 集,こ(ま 砂 質 殻 有 」鳴 力γ
優 占 づ6パ 深 度 硅 甑c-　 z　tこ漸 減 し、 逆(こ
陶 番 舗a躰 璃QM3此e乙 ・CzeLd肌勧 鮒 餌 纏
麦`ま 興 ・表深 い 。
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以 よ の 纈1こ 離 し て&吻e/ノ θタ〃).Ucnt・
k|i6・),κ 飢ne{(/96?)た 乙・{こxる 牽 極 繍 集 ノ
Pん乙eser　(19螂 砧(/9S7)な ど{こ と る3磁 繍k
に関 す 磧 斜,ソ 達 科 挙 ア カ デ ミ ー劃 勝 御
%所 の 九 繊 ∠εレ此 博 士 わ 捉 据 れ だ 勅 纐
個 磋 標 本 纐 直 焼 蟻 紅 谷圃 こっ 、、 説 法
考 察 乳産 め つ つ あ る 跡.詳 論 づ る`こ は 試 料 尻
足 で あ る ・ 緑 ㍉B殉eノ ノ.(/96句 糺 靹 亟鋤 執
窮 し 蠕 繰 の 合 帯t考{fsっ た 際a。 。m± ノ5碗
水 深 ま で の特 徴 獲 と し て い る7檀 の ク ち.3
纏 りHλPし・Pん幣 物。しdeS　5raduし ・　 EggereL(-a・レr嘲 し、
恥 差・mbne乙乙a鞠"浦'こ の火}或 でtかfs,)タ3数
産 出 つ る こ とノの・判 明{∠ 。
餉 塙 群 集{こ 基 づ く 靹 鏑}鰭 有 の生 能 学
的 特 徴 瞬 き彫 り{こ づ 紅 め1こ(ま パvyy教
の欠 点 で,生 殻 ・免 殻 之 邑 閉 し た 諾 料 の 収 集
丸・望 ま}}(る ・。
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g   )1;





40401 Nishi-no-ura Cove 33m 5g 34%
 813  01 Nishi-no-ura Cove  50m 5g 64%
 81303 West of East Ongul 32m 5g 56%
81401 West of East Ongul 81m 5g 46%
81402 East of Hiyoko Isl. 62m 5g 74%
82201 North of Naka-no-seto 24m 5g 14%
82202a
82202b






82401a North-east of Hiyoko Isl. 91m 5g 42%
82401b 5g 46%
82601 West of  Nes3ya 87m 5g 82%
82602 29-30cm East of Ondori  Isl. 112m 5g 60%
82603 North-east of Ondori Isl. 163m 5g 82%
82701 North of West  Ongul  8m 5g 20%
82801 North of West Ongul 17m 5g 52%
0828020-1cm
19-20cm






100601 20-21cm Kominato Inlet, Langhovde  58m 5g 16%
30-31cm 5g 24%





















110501 40-41cm Ongul Channel 644m 5g 98%
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リ ュ ツ ォ ・　 tuレA湾 沿 岸 の海 成・篠
あは ぴ毛 レ ー ン 堆 積 物 の形 態 的 精 微
林 正 久(島 り根 た)
り'ツ プ 巾 レ ム 霧 旨劣 地 縁 にth,1・ て 、 海 歳
篠 ・ 毛 レ ー ン 纏 硫 罐 珍 し て そ の 珍 種 ・耳癖
郁 繍 的 に 分 析 し 、 基 盤 処 鞄 の 剛 気 、 営 力
匹 よ 舗 曜 に つ い マ 考 察 躬 ㌔ た.試 料 の 採
集"q,E・ は 働1v-z,s。 焔 、1一 ノ13ば 、 地 点 マ
を 除 い て1通 所6レ ー ン で あ る.・tＬlt!,er-14-/v2。
ほ 海 歳 礁 を 試 料 ヒ し牝.地 ぷ つ が 潮 間 叢 に 位
置 写 る 以 クト,avaftz"37)g。衛 星64-32棚cφ り、
3>～/6励(一 φ4)の も の を 若 地 点 の 表 面 で、 考 れ
そ れ!oo個 以 ∠ を 採 集 レ 、 測 定1行 っ ち 。
A)岩 種 名 種 構 取 上も2図)Lに 示 す。 落 成・
薇kっ い てZ3と 、 ナセ点}ワ て・、大 理 石 かヲ 妙 。
そ の ぼh・ な 蒼 ラ多 の 地 質e直 培 的 κ 友 喫L7い
3こ と か・少一な し∧.学 奇レこ ナ也ハ壱、20に ∂5,い7!'G〈、 フ〈
理 弟 の 露 頭 が す ぐ 背 後 に あ3κ6ク ＼か わ ら す
大 理 石 の 礫 が 見 ら れ 為 か っ た 。 蕩年 紀 に よ う イ乍
86
恥 誠 矯7h7♂ い と 老)〈,ら れ る 》 と カ＼う 、 海 舞
邨 の 篠 の プ(半 砕 金 、ρ よ っ て僕 給 さ 畝 乞 も の
が そ の9ま 微 づonて 、 ラ毎 岸 の 作 用 を 受 げv-e
① 乞 処 わ い る 。 ち だ 、 毛 レ ー ン 磋 比 べ 花 筒 岩
質di確 〈n劉 彦 が 老 手 ケ な い とv、7uる 。 ノ ラ～、
勇 断 毛 レ ー ン 峰 ま 嶋 榛 ゆ 珍 種 に つ い て 、直
接 街 後 の 永 寡 τ の 地 質 を 知3二 と'9て"676vi
ZNq　 >5岩 井 に1)imて 大 理 石 の 篠 か一・レ し プ っ 昆
ら`}'～;二Vt'9、 ノ＼}レCン か う プ レ イ ド ろCZ
ラ ン γ ポ ィ そ 立 杉 町3大 理 石 の 露 顕 ヵ砕 く床
下 にb連/き 亮 乙7い3っ ヒ を 暗 示 と τ い 多 。 ま
た 、 本 地 煽ぐのMS管 図 に 膚 在L　 rOfい も の と し て、
ホ ル 》 フ チ)レ ス 、 玄 武 弟 、 望乞故 老,、 ジ',マフζピ ラ
イLの 篠 が 少 そ%ら れ 乞 。
移)形 態 最 も 巧 く 冤 ら 小 乏 花 詞 珍 魯 の 篠
r－ つ い マ 、EいK'いP1彩 度 、 陶 千 夜 、 球'彩 度
を 壬 め 各 県 の 浮 羽 値 を 玖1マ 汐 吃(表/)。
値r:[;)之di　 よ う に12束cめk。
円 石ろ震;ク ノレ ン'ぐ イ ン の 図 レニ よ る 。
偏 重 彦;中 ム か 肉/一 青 。
87
球 禍 復;妥,蓋 を)tcめ ク1レ ン パ イ ン の 図
V－ よ'i;(仁 恥 し4'晴:径,ω19
中 径.尤'憲 矩 形)
田 鶴 霞 啄 篠 径 二に まbj峯 噂 易 ら れ 牢 、 質L裏1マ
でo.37yl(づv・ 双 ラト ば 毛 レ ー ・/ノ 段 」乞 笑 差 が 見
ら い7さ か っ7_。
偏}9・ 笈一さ確 確 の 尺 き なbの ほ じ 丈{く 、 毛
レ ー ン よ ・)も ラ尋 敬 復 の オ が 偏 平 ピ あ う 乞 い ク
.こtが 劇b仁.
妹 鴫 護1コ 衛 を が 丈 つ い ほ ビ た さ く 、 毛 レ ー
Σ碓 の う～ が 這 校 礎 よ り う 丈 さv、.言 立,偏 平
接 ヒ 揉 絶 後 の 閻 に ・集 負 め 相 関 め・一見 ら れ 佐(囲 う)
海 編 魁tiiレ ー ン 繊3、 偏 平 後 口 獅3養 そ 比
較 司 れ 呼 誠 男ηが 可 能♪で あ3う.れ 乞,翻 圏 寡
A碑 に レし ぺ 段 丘 稜 の 円 鶴 彦 が'・1一ぐ い ヒ い う こ
kC　・(ll,　teの く℃ent妥 イ ち 碕 画 メ、・短 刀＼が っ た の
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Number roundness flatness sphericity
-05 -04 -6bs -04 -05 -04 -05  -04
1 125 390 0.155 0.171 0.320 0.289 0.727 0.719
2 134 217 0.141 0.134 0.348 0.299 0.714  0.713
3 93 203 0.133 0.128 0.306  0.292 0.722 0.691
4 113 185 0.128 0.131 0.348 0.295 0.717 0.688
5 82  245 0.138 0.137 0.349 0.318 0.710 0.694
6 97 175 0.133 0.123  0.299 0.281 0.729 0.720
7 27 26 0.163 0.177 0.301 0.217 0.776 0.735
8  ..63 219  0.132 0.214 0.313  0.288  0.724 0.723
9 125 182 0.130 0.133 0.342 0.290 0.729 0.687
10 72  325 0.199 0.191 0.304 0.288 0.744 0.723
11 100 207  0.131 0.128 0.360 0.300 0.709 0.706
12 113 206 0.136 0.124 0.323 0.323 0.721 0.697
13 132 298 0.190 0.136 0.339 0.309 0.708 0.694
14 55 129  0.151  0.147  0.452 0.397 0.667  0.641
15 25 82 0.228 0.173 0.368 0.341 0.720 0.701
16 64 220  0.133 0.147  0.392 0.341 0.711 0.684
17 31 63 0.381 0.383 0.564 0.452 0.654 0.654
18 125 200 0.111 0.113 0.416 0.389  0.693  0.687
19 65 231 0.115  0.132 0.481  0.417 0.656 0.662
20 , 60 200  0.173 0.189 0.350 0.335  0.724 0.705
 Figure 3.  Correlation between 
and sphericity
mean  values of flatness
ct 0

